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a .緒 奮

各鍾の動脈疾

一一，定しているとむ¥.うニと{は1.特定のl咲凶に対して動脈

~の反応、形態が聖括性~動脈や筋型動脈など動脈の太さ

に応、じた締築により規定され， また1付限，中膜.外股

害事の動脈~各熔の構築により規定されているニと金必

味している。従って，具体的には反応形態像と LてIhl

栓形成や内線肥l事，中膜の$e伎や決死.II巴}事.内膜.

中膜.外膝の炎症性細胞浸潤，肉芽蹴.線岩盤化2事，徐

々なものがある@これらの反応形態像が疾進I~~ 釘の質

的な特徴を示すものであるか:或主・Lt:.I~容の銭さ t

か，反応の時間的正予~i二よるものなのか191縦;二民自1I L 

縫い場合i1~1þ t '.おそらくは.それら袋l狙の係々な調l

み合わせによるものであるう。また動脈問主i二{泌容な4:

ずる!京闘としても細菌1)2)以外iニ細磁.議紫叫ゃ:齢械的!刈

子~)$)叫，般射線7)8)， 化学礎的，物理的l封子同)11) 浮.紙

々のものt2)間川ゆがあり.それらの凶子が動脈内総か

ら作用する場合，葺b脈周凶から作用する場合.史iニ

vasa vaωrumを介して動脈墜紡腿にIt'{t長。作刷する

場合が~えられるら

血管援障害凶子である細歯.内幸診察/J~. 阪尚也; Shw 

artzman反応として家兎皮内に出.lUl，題担死を生ずる

ニとは周知のことであるが，そのほかj即時，上顎洞
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11-117)，迷路18). 1請も金山などにおいても鋭署員されてい

る。また 11")だけの皮rlitt品}じよっても|製紡{印ニ急tt

炎症性総11浴後潤を生ずる20)ことも匁Iられており.加

藤21)l.t全身t生Shwartzmall反応にお1・てルIi動脈!立の

変化をも指摘している。老長t主総i鶴，J..jil番楽の話番性:成分

と与えられているIi仰仰Iysaccharideを妨所的に動

脈内般から作用させた場合.動脈墜i二生ずる傷筈と，

それに対する形1舶1.JJj(陀:を臨時的に観察，分析するた
めに本実験を行なった。

l 実験方法

完験動物として.1. I本長 2.()O(j~~.以)()g ")家%.f縫

Uf.. 3~*lを尉いた。動脈としては.;)撤 F伎1.:. f'街

全容易にけないうる大多!動脈とし・ う製Ikで総頚動脈を

よ怒んだ。endutoxin(Ji仰 polysaccharide)(;t Difco. 

1.:. <:oli 0111 : B. (以下 lがとれ略J会崩したu

家.5ti.は thiωpt!ntalso'liumで絡脈麻併合し.空白i泌

氏j何1E中!;tJ闘をi'fなって友総鎖動脈を~出したu 凶 1

のように分伎の1J:l状線動脈を二憶がi異色 L.i~~l ・で叩状

線動脈分岐:131正(上;応 (A) を紡主主L，5らにその... a~分

より約 2.;) 、-:kI1l 1 ト'-<<~側 (B) ~t'i然 L t.よ合 その後.

A よ りまえj2cmI4 ' ~叙1I会じと L. BC聞で Blニ近い

羽lf立から注射紛で内控室の血液を吸ヲ1.除去し. 0.2% 

Ips ~~量的食器量水溶解液を注入し，管経がほぼ元の太
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{末桶側J

甲状腺動脈

A 

r~ 2酬

c 

B 

{中継側}

図 ， /.i_総額動脈

さになるとCの認を結殺した(鴎 1)。注射針により

生じた孔は瞬間接着剤AronAlpha OlBli合成化学〉
なもって獲いt.:oさらに腹壁皮内の2カ所の内.一方

には阿波度の Ips生理的食盗水溶解波O.2m1を.他方

には生理量的食海水O.2ml ~tt射した.

li.総感動脈を総数して19-笈時間後. A. B. C. 

の総書障を除去し.動脈での血流湾1lII~他越した。

省総fAiIJ脈には{母毒事，処低唱diさなかっt.:..，
総敵する際，及び絡事信を除去する際の手術後.家!.t

大腿筋に Benzylpenicillin仰 tassium1∞.0∞uを

注射しfょ。

注入後19-2時間経過しがi主主除去1(~ ØiJに 3 *1.結主主

を除去して2-時間後に3羽子 4瞬間後に.I.iJ:I. 5日後

に3:Ji). 10日後4こ3羽. 15臼後に 3羽.20白後iこl.t:iJ:I

を熔殺し.両側総頚動脈.2カ所の脱皮即.を切り出

し，病理組織学的に検索した。

対照として.同様の方法で友総!li動脈民生思的食滋

水省r注入し腹壁の1カ所に0.2mlの生渡的食塩水を

j主内注射した。同様の方法で結泌を除去し u時間後

に4羽.20日後に1羽を屠殺した.仙 こ.I吋~.処置

お4

を絡さないものを 1羽，屠殺した。

光顕的には2%西幸町生カルシウム加10傍ホルマリン悶

定後. HE. Weigert. A2.an Mallory. van Gieson. 

PAS. alcian blue. col1oidal iron， K6ssaの各銀色

を行なった。 一郎のものには. Sudan 1. PTAB. 

Prussian blueの染色も行なった。電顕的ι11Sdr-

ensen-Gomori君臨 1.rJf2リゾ酸緩衝液を用いて， 5 

% glulardldehyde悶定後. MiIlonigのリ γ俄緩衝

液 pH7.3を用いて，2% osmiu回 tetroxjdeにて湾問

定し，湾切して 2-3%の酢厳ウラ γ. Reynolds法

の紛で二度殺色し目立 HUllAm電子顕微鏡て税策

した。

1.結 果

A.脱燦皮騰の変化

総援皮肉1':'lpsを注射したものは念例において.注

射後19-筑時間で注射貴志位に発赤，騒E震を認めたが.

肉限的に出血.割腹死は:kられなかっt:..，
認t織学的に，U;主主除去前のものでは皮膚全JI.さ

らに腹堂筋肉組織にまで鈴好敵Eまがぴ慢性に著しく浸

潤し，毛WldJl管や締傍脈の銘張もみられ.務ItnJlまや

iibrinが充満して1・る。一部の毛細llil?までは偽好1¥tat1

lJ~j血管!'.!\に助りつくよう ι築後していたり. fibrinや

赤血球が絡み合って凶1~を形成している。 またJ(U&内

に偽好俊戒が集銭している像もみられる。剣勝脈s1:に

も偽好~球漫湖を認める。 給主主除去後以降閉経過した

例でも，受t主.j耳皮.皮下総合織での偽証F厳正聖授測は

著しく .-e;細政i管に Cibrin 血栓や血後内の偽好隠.~

条l)tを認め.出血もAられる。血栓内の偽皇子厳正ま11変

性，然死に総っているものもかなりあり.恰もi血管内

鵬跨とでもいうべき像を呈している。 絢静脈~には偽

好隊員ま後測を秘めるが.総動~!.îまでは殆んど認められ

ない。 4紛争間後のものでも，まだ毛細血管にlfll絵は~

っているが.災1ì~1Ì下結合織の偽好鍛琢浸測はl吸応

{じし， .j例中2例に服織形成がみられる。またリンパ

総も偽好At~に混じて浸潤している。 5 日後には毛細

血管の泊i鐙:は#'!失し.S41丸皮下組織には肉芽組織が

出或L.巣秒、にリンパ琢n~~差涜，集主義している. また

全例に膿錫形成を認める。10日後では血後U.全く消失

L， )tl;主.lI下結合織に穆原告事緩のt勧日を認める。 3

例中 l~のみt.:.1Jt縛形成を認め.腹筋辺縁には泡沫細

胞の出現をみた。 15日後では3例中2例に.l証皮，皮

下総合織に腹筋金~め，腹筋辺縁に泡沫細胞がみられ

る。股場周辺には肉予開t織が発達し. リγパ:fI，形質
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Endotoxin (Ii開 polysaccharide)の局所的作湖.二よる動脈援の反応形態

細胞の凌測も認められる。さらにその10¥1附では総合繊

線維のF図書日も著し1，， '0 20日後では14例中 3例に股封H'

認め.他の例では繊維化を呈しているが，その内7例

は緩めて絞lJfである。

脱m皮肉においては. Ips 1121注射i二よっても偽好

酸味浸潤や毛細血管の fibrin血後. Ifll~量内白血縁1皇

族~生じ.急性炎症を豪して際婦を形成し.それとと

もに肉努組織も発途しやがて線維ft像を遺していく

のをll~ しT二。生理的食塩E水を皮肉注射した高首位の皮

膚は.会例. 肉際的にも組織学的にも変化合みなかっ

た。

s.内践に Ipsを注入したを総額動脈の

変化

1.光顕的観察

". *喜主主除去直前f

No・29.No-30. No-31:内皮細胞はj!j離し.総

級車b脈E室内に洛ちているが.fl伺ずつ紛砲h・0ポン状

につながってレるものカ'ゆ~ .。核*1染色絵IJ~低下し.

銭内に狼状~砲をもってL・るものも:gめられる。内務

i生坂直下の中膜内局は麗裂し.そこに草野い・偽喜子両量殺

浸iOla'認め.中膜中層から外局， さらに縦皮ではある

が外朕，政i管局間結合織にまで及んでいる。 中限内層

ではSf1.t青筋細胞は変性.凝!胡題提;Eに陥ってい る(凶

2)0 I付w.性板は取扱E室内に露出し -'1)11では断裂も

認められ.全体十.::;jζ規則て吹きなうねりを示してし

る。中E実内廓の型車性腹もやや不線Jlijなうねりを鐙して

いるが.中E集中層から外局の豊臣性膜はJaんどl&題担され

ていなし〈関 3)。偽長子畿Eま浸潤が著 しい部分ではrl市

銀~ff'の alcian blueや四lIoidaliron 決色隊性物

質は殆んど箆められな~ .。

b.総数除去後，2-4時間

No-l :総頭車b脈は著しくÞ1.\~援し. 1取，'1r~怨はm.Hヒ

している。内般は血tまをもって附議され.W3んど瓜l流

はなL 、。 Ifl!主主全体はCibrin 納からb~ り .;a総では偽

好徴球IJ'. 中央部では赤lfll覧表がt感銘されてk・る.+蝶

lJlt骨筋Jm胞は特に中E美内A1.中A1でj-くのものは変

也検閲電量死に陥って¥.る。一部では中線内に出血し

ている像もみられる。中E英外mで*1J名般的平織務細胞

の変化は少いが，一羽詰こ:1-:;\ ・て11偽好餓王者/J~浸潤 Lて

いる。 外膜はやや浮Jt，性に膨{むしている(図 4)。内

事~t主仮や様性膜はすべて. うねりを失い， 1(1/lし調11く

なり.全体4ニス〆レ状を墨し断裂も~し~. ~凶 5 )， .. 

偽好関室球浸潤郊を除いて. 中燦の~1'tは a l ci加 blll l'

や colloidaliron 染色により陽性を昼するが.無処

Nω. .1. Hr75 

Eまのお総額動脈に比べると陽性度は低下して¥.る。

No 2 :総f異動脈内産主11.血栓でi年l~され，血統a認

められな~ '0 lID俊li1d本に fibrin網からl反り.それ

に白血球が~欽:1111挺されてl. る。中肢では~~婦に偽好

R主主主浸潤~II認め. 中ll9;平滑筋細胞U.No-llニ比して変

性.亀高)tの穆皮が縫いところもあり.そのような泌で

は鎖性腺の厳島慢も経度である。中腹乎担骨筋細胞の変

1生域死の強，1. . ~では鄭後腹の変性も著しく，中膜も

JJi織化している。 平滑~細胞のよく浅干干している i'll;で

1.t.J&'l(も alcianbluどや colloida.1iron 決色でよ く

染まる。

No-3 : 1飽伎では fibrin網に主として赤血縁が術

提されて~ ，る他， No・2t.1訂正In1機である。

c.結鉄除去後岨侍間

No-4 :総額動脈金湖にわたって~在lfll桧の形成を

認める。 1m伎では ribrin納に白血球が崎挺されてお

り， lfIle主炎l副主主雇〈一郎のみで多角形ないし紡銭形の

細胞で後援されている。中腹内憶から中般にb・けては

平滑筋絢総の変1生. Jj終鈍-' 偽仔Rま正ま授潤色 fibrinの

析出.制嶋制機il1ち.割拠~宛も多\.。 中1集中嶋や外"

の平滑餅細胞はa"f金.駿死を殆んど総めず.中には

妓.胞{本とも大型の平滑筋細胞もみられる。..4m~でl ，t

中限公R習に変It.I!n予印t~がり，偽好町宮球も.lfし く浸

潤している。1'-滑筋総胞の桜下手してい る絡のお慨は

alcian blueや colloidaliron染色でよく染ま り，大

~平十骨筋.胞の出現しているとよみでは特に強〈陽性

で.駆除の・羽;でも極めて微弱に陽性を呈する。猟1'1:

際u.平滑筋細胞の変札峻)t，偽t子高重正ま浸潤の軍事し¥' 

mではうねりを失ったり.断裂したりしているが.ーと

の他の刻1では}般に~)長のうねりをよ〈係っている。

外践でl.ttj!腕11膨化をuめ.穆l単線維もわずかにj例し

てしる。 また外般から凶l管期間総合織にかけて~~I'~状

になった鄭俄線維鋭もみられる。

No・5，No・6. No・20: 総鎖動脈燈(1~必し， IJ.~I .t. 

JJ;縛化してl'る. I勾般には fibrin1白後を泌め.辺絡

ではょとして白血縁11;， 中央絡にはどとして赤血旅I)~

侮在している. 中際平r骨筋斜路は多くは~性，厳死に

陥 11，中E震から外線にかけて偽好貴重球が浸潤Lてい

る，ー似の中以内崎仏は出血像もλられる‘鮒陀』震は

うねりを失い1((走してスダ L状を塁し制〈なりi断

裂もλられるか. 手術筋細胞の平昼下干してレるとよらで

は様性燦の似品製も純度である。偽仔民主主主iXi閥均;では

nlcian blu~ 伊 ωlIoidal iron染色陽性物代(;1:殆んど

ムられず.乎t情筋縦胞の倹存している部では総他物tl
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が認められる.総数除去後多i時間の例とはぽ向餓であ

るa

d.総数除去後51司

No-'8， No-9 : fibrin 瓜i後で内艇は J~~縫~ ll. 

fibrin縞i二11赤血球が織徒主れている。 i直後の・訓I

Kos鈎策色で署員絵状iニ般住吉f盈してt、る。中腹内廓

では平静;筋細胞が凝関車整死い陥り.偽好餓Eま浸潤も著

しt、。 中1m中総から外層にかけては平滑筋tIllll2llt.本*

の形態をよ くとどめておリ. 'IJIニi工大型の平滑筋細胞

もみられる。事単位践はうねりが乏しく針定し ス〆L

状を曇し.後JIllíじ断裂も~められるが.乎滑筋細胞

の保たれている部で11型軽I'U震の破壊も型車めて事{Jlrで.

遺産賃も alcianblueや colloidaliron染色でよ〈 染

まる萄外般からJ血管局側結合織にかけては肉勢調i織が

著しく発達し.全体に肥厚してしる(関 6). 

No-7 :瓜lt主にまって内肢は'i¥;J'~ i二rJl~され. (i-

brin mに偽好俊正まやリンパ嫁.!体球.桜島 員H賂繊

理担物が存在してt・る。そのような血栓の一部は K6s同

染色で微細験紋状に陽性を示している。中mu:'j主婦i二

偽好殻怠が迫害し く浸潤しがm紡制IN!の ~ <ai幾胤壊

死に陥って~ .る。中膜の外Mでは大flの平滑MIIlI飽h・

出現していると ζ ゐもみらIlる。内部11阪は不焼切

なうねりを岳し，他の聖位他朕はうねりに乏しく11'(定tL

で断裂泌も散見主れる。偽皇子問主球IJ~必しく波~してい

る部位では喜志賀民 alcianbluヒや colloidalirQn染

色て儒也物跡t殆んどな¥'0外線からJ1.11lDl.'，合跡ニか

けては肉芽組織の発途が努し し全体に目印ii<j.してい

る。

e. ~主主除去後10 日

No-I0: fibrinとともに縦揺連崩壊物や偽好自主減.広辞

Eまなどが血後全形成し.内陸を附議してt ・るd 内~II'上

智E依下に111血後成分が波濯し.泡沫細胞もみられる。

工のような印後成分が波緩している活や邸伎の一郎で

11K6s泌総色で鞍絞状に](.\後寸るお分が~められる ‘

中腹寸I~から外胞に1Hすて 11. 子治筋量H胞はよ 〈その

形怨をととめており.大翠ギ滑筋剣胞いられる〈凶

7)。内部位艇はうねりが大きく.不規則でー削こ(，t

mi裂もみられる。中銀内胞の雌性践は相主総で.中熔か

ら外綴の聖極性腺1まうねりに乏しL ‘が，鎖性腺l織の~I生

袋五穫は比般的よく本来の形とa:iニ1.1[している。 ・ド滑筋

JIB胞の存在してしると二ろでは.alcian blut'や ω1・

loidal Irol1染色で事長官ttJ:よ〈染まる。外膜から瓜1-1'

周回総合織広かけては肉芽組織の発達が箸しL、。

No・11: (ibrin 凶l~が内践をr<l1l傘L. I自l怜.の辺鎌で

256 

f主Itll~主筋耳障物塊がやや好滋益性を袋し. K6ssa染色も

陽性てある。その周辺には泡沫総胞の出裂を認める。

lfu後中央部では fibrìn 網に赤.tfuJ;まが峨~されている

とこらもある。中燃は減<.予語性践と孤独膜との簡に

出血lしている像もムられる司中腹中泌b・ら外局で11平

滑筋細胞が比較的~寓に認められると二ゐもある。 聖書

1句集11すべて必定し λ ダレ状を曇し.断裂おも散見さ

料る.)alcian blueぞ colloioa1 iron 決色で小膜の纂

貨は決色I':M:低下しているが. I血削糊物~Iニ閥抗

wl"ものがある。外IllU.:私合胤宅iニH&JL.事単位緩N.

も事~Jjf. ~普tmしてしる。

No・12:No-ll .二比して中犠の予滑筋制胞や2要性磁

の~11，磁波はその程度11:経く . また外線から病問急!i

Lt織へかけ.微絢!な91H生線維が新生されてしる。それ

以外(1No-Jlとほぼlul織である。

( .結粂除去後1511

Nu-23. No-2-I: ffil~形成は認められず.内陸には

I削減がみられる。l付&llI1-百11で細胞Itftω収書d最し.N巴

即刻lのJ志賀11中腹の占古賀とJrlJ程度に alcianbllleや

colloida 1 i ron ~島色で鰐11:!!.'示丸内線肥1判、認めら

れないl'lI:位のーお;では. '1>1軍内~における平滑筋細胞

は担軽Aの状態を皇l.翌五位膜もうねりに乏し くなって

t必。また内腿「断では内J主細胞が比般的慣に1<砲を被

援している(凶8入ニのような中膝内相では alcian

bllleゃ ωlIoidaliron 染色で慈賞は捻色されなL・。

外艇ではE草原線経ゃ鍬汁線総.h:t脅し災度に肥厚して

L、る。

No-25 :総頚動脈内総1111:~質化泊l絵で完全じr~'1袋き

.11. 位i絵中央郊にIl~資総状iニ石灰t.t~守合作うJ(n金淵君臨

物演を認めるc その周 l明には泡沫調H駒市:~歓認めら

れ. 合目白伎に滋合した多骸t':細胞もみられる。このよ

うな担当然縦総や多鰍li細胞はtfll絵l付の他1':. 中腹内胞

の-i'ii~にもみられ，ニれらの細胞の胞付、にはcolloidal

irun 染色陽性物質をー:~~で認め. ~i:ま細胞の胞Fねこ

1 -l{1也ι.Sudao I ~た色陽性頼主主や Prussian blue染

色陽性頼肢が存在している.小娘では平河tViAi!l砲は若
干署員存しているが.針i生践は疎であったり衝であった

り.不規I(IJな配7lJを怒し， 1前裂i唱;もふられる。 alcian

blueや colloidaliron染色で中続強ままは染色i卸噌

L<低下しているか， tfll~働者堅物燐の一指;では陽性物

資金必めるd 外艇は線総t主に軽度. ~mしてt ・るe

g.給主主除去後初日

No・13，No-l.l. No-19， No・33. No-3.1. No-35. 

No・36. No・37:内践は念潟で，或いは部分的にS印字

信州低;t! Vol. 23 



Endotoxin (lipopol河川;charide) の局所的作用による動脈~の反応;形態

し，大部分の表。ifiiは内皮縦胞で被覆されているが，

~~~は丸味-を;;;rひ'た核を有する大裂の内皮細胞織の細胞

で被覆されていたり. fibrinがi自.駿.表i到にちu干して

いたりする{図 9)。また No-33では内膜自己序お内1ニ

K6ssa染色脇依頼粒を緩めてわずかに含んだ fibrin

~を認め，その燭辺i主細胞成分に乏しL ‘。内膜HωJm:

では微細な様性線維の新生 (図10，11). 謬1原線維の

ま後方Hもみられ，n巴l事郊の基11 :主小腹必貨と r，~程iHt:ム

alcian blueや col1oidaliron 染色で陽性を曇す。中

駿平滑筋細胞にIt.概ね，者:しL、変化を認めず，世i!l.'t緩

も本米のうねりを保ち破撲も三えられなt.tJ~， IJi似性格t

の一部:Ii断裂してL・る。また吊;f立によっては中線内附

の平滑筋細胞が綾先に陥っており，様性膜も1((定住に

なってしたり.中腹から外線にかけてリンパ球や形質

細胞を主とした炎症役紛胞浸潤がみられ.鎖性撲に陶i

裂を生じていたりする。外綴は車車線住に』印字しその

湖1から血管周樹結合織にかけても，微細な主要性線維新

生像がみられる(図12)。

No-15. No-26. No-27. No-39:総鎖動脈は猿状を

曇L.内躍をは総資化必l絵をもって完全にl:tl~ぎれ.邸

主主内にIJ:.石IJI(沈積をf宇う崩綾物泌を認める(凶13).

4との周辺や卵管!J&近辺4ニは多核以着"'胞 もλられ(凶

l~) . 事単位線維.il食像も鋭理策された(悶 15)。 また l似栓

内には泡沫細胞が多数存在 L，No-27を除いて他の

3例には血後内に微調1Iな猟性線維が新生されてt・る。

alcian blueや colloidaliron染色で泡沫細胞や多核

l話細胞の胞体内に， また血後内の-Jf，に移する溺峻物

塊に陽性物質が存在し. さらに泡沫縦胞や多綴1':制胞

の胞体には Sudan・ゃPrussianblue染色で陽何?

の穎紋がみられる。中膜i二1.1:.五I'-t待筋細胞が乏し く.内

事単位板や告訴処殺はすべてうねりが不規制で箔に1正総与

れていたり， ~車に主主んでいた・り， 断裂してトたりす

る。特にl血絵に近L・持y，分やl(ll絵内で崩易自した餅ドl'線利1・

の一羽目は)<.ossa染色陽性を曇しその安1自j.よ alcian

blueや colloidal iron 染色陽lt.物質の付符合必め

る。 また中1築基質は alcian blueや colloiclal iron 

染色で殆んど染まらな1・0 外膜は線級住に経度. JJω学〔

している。

No-32. No-38: IAj股l主総資{ヒIbl絵て勺，i;/I?:tニ1'1'1'様Z

，Il，印後内に111包沫細胞や紡銭形細胞等か:H裂しで.・

るが， Ji)j峻物塊はもはやみられない (1滋16)， UlL怜 IJ~

には微細な!.iiP-他線維の新生や惨l原線維の鴻骨量をみるω

泡沫細胞や，それが合胞妙，1こ融合した多核科細胞の胸

(本には PASや Sudan.. また Prussianblue染色

N(l. .1. 1~5 

で綴性の署員事立を認め， No-38でIJ:.K6ssa染色揚依頼

ねもみられる (闘17)包 '1')僕では平滑紛紛胞が乏しく.

l付童話役仮や~.ìil生膜もうねりが不規則で.比較的衝に自d

7'1)し i断裂もみられる。 しかし中験中層や外熔の一部

では平滑筋細胞や硲i性膜に著しL・変化を認めないとこ

ろもある。外腹(J:.線維伎に経度目1'::1享している。

h.対照

(1) t'i~除去後2-1時間

No-16. No-17:中核I二緩めてわずかの偽好隊長ま浸

ir.，をみる他に.著雪Eを認めな~ .。

No-J8 :中模の一線に限局伎の平滑筋誕i胸懐タビと事j1

i生膜の乱れを~める{自に44: い・変化はなL 、。

No-22 :会く変化合必めなl.。

(2 ) ま453控除去後20臼

No-28 :全く変化を認めなL、。

(3) 何等処械を織さなかったもの

No-21:全く変化を認めなも・。

対照鮮におl.てみられた総額動脈の変化1:1:.endo・

loxin処俄{仰ニ比して.いずれも綴めて鮮度なもので

ある。

!i:.総鎖!liJJWfiにおける.1:たる所見のが均的機移Lt.阪

ね. }dのごと くである。

2. 1包顕的鋭祭

"， 結主主除去11'(IIIj

l付'1単位1li1J:.太さが非常じぶ規制で.停止裂も~い・。

分校状の陶i裂却をi通って血管内鮫から1血管ちまへJltl液成

分が浸淫している。血管熊l二内皮細H包はみられず， IJ~ 

J主調IJ砲の崩峻物と忠われるものが内般にs認められる

(凶18)。中腹:ifZt鈴筋制H包11核辺縁の heterochromatin

がめだち.)泡体は多形性で不規IlIIな漢民iを袋しI -~4~ 

で1吉正Et反綴憐造Ii~残存している。 胞体内にlよ 二患の限

界艇を符する小胞を認める。胃11m小島包{本は乏ししが糸

料{本I.t.大きく膨化し数もI話してしる.， denst' body 

!t.認められるが. fusiform densityや myofilament

1.1:.著しく減少ないしは消失してl.る {凶19)。

b.紡染除去後2-1時|詰i

世話11肢は(申燥し， 1((去を L て t ・る。 i旬i~ も4自: し l '. "， 

1集予滑筋細胞は絞の~I'"が:f;:Lく.t;支撲なわずかじ処

すのムであるω I胞f4:F付小総'Jïや.IîIi~主怜tも治んどi(j失し

てt 乙。 4'・滑紡~~(.本が損益I，'，H衆~I 二位Ílí 司て L ・る像である

<I~2()) 。

c.結主主除去後-18時|詰j

'P膜で伎作してレる平滑筋細胞は抜，核小14>・がl七絞

的大きく.飽体では糸手立体が膨化し祖国小胞{本も程度
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長瀬克 剣 :

表 1 左総額動脈における反応形態の経時的推移

総数 内般の血栓内内膜|中膜内属 |既中存膜面中三外百層7目iM玉石工M 中模様性膜 外 族

除去 N29弘 血流部 sEー 厚 噛.偽 室+主幽|特 I盈4 1125+5;:断ム裂 TW+恒ー竺 肥厚 lその他

箆前 1301- 1 - 1 -;悦 + 1+1-'- + 1+ ー - ー

; ~ I - I - I - i梢 +1+ 1-，- +ー一 一 一

一一 一~ 1 ~It 1 + I+~骨 骨骨骨 *1 +
24時間 121 -ー一 + 1 +ト+I + 朴 + I+~+ト+ムー

3 一 一ー +1 + 1 + 1 + 1 +十 + I+~++1 + ム ー

48時間 |

5 一 一 ー +ト+十 +ト # 1*1+1* 1+ト 一:.. 1 . 一
61 - 1 - 1 - I -1十+ 1 + 1 + 1 + ι +  I _.:_.占 ー

20 ー ー ー * 1* :+十件*1 +ト * 1* ー -

.j 1 _.:_.一一+ 1 + ト~+ ー~++ 1 + I ++  .-:..-+ ー!大

5日 19 ー+ー+1 + 1一-+ー-+1* 1 ~ 1 * 1 + ニ 朴大
81 - ! + ー + 1 + ー ー~+|iHT「+ 4 1朴 ;大

71 - 1 +ー朴+件+I #-I ..:.. I * I + 三| 特 ;大

一 朴 +1+ 1 1-'- 朴 |大

10日 1111- 1 *一 一 + ! - ー-+ 朴+十件朴一+

121 - 4+ ー-I _，_ I -ム + 1 + I + 1 +ー+

231 + 一 + 1-1-'-1-1- 1..:..1- 一 一一 +

15日12.11+ ー + ー + 1 - 1 -! + 1 - I ~ 一一+
ぉ ー 掛 - I - I - I一一 I+ I + I + I + 一+I smc! 

20日 |

対照 |

141 + ー特 ー一一-+ 一 一-+1+ ー-+1+ I + I + I Fハ

351 + 一 件 一 + 占 ー+I + I + I + 1 + I + I F，...... 

331 + ム件 ーー ーー ーム ー !ム + 1 F' 
361 +ー |骨 一一 ー ム ム ー ー ・ー + 1 F' 
191 + I -i骨一一 一ー+ 一 一 !ー+

131 + ー +一 一 ー ム 一 一ー |一+

34 1 + ー+i -一ー一ームー - ! -1 + 
371 +ー+ 一一 一 一 一 一 一ー ー+

151 - 1 -It十 一ーーーー #1* 件特 |一+1 smd 
261 - 掛 一一一一一 +十 件 +ト 朴 |ー + 1 smd 

27 1 - 1 ~U・，ーー ーー- 1 * 1 * 1 * 1 * : - I + 1 smd 

391 -柵 i-i -I - 1一一 件 朴 * 1 * I - 1 + I smc 

一 =""・1ー I- ー I一 一骨骨 件 + I- I + 1 smd 

16 ー 一一一 一ー

181 +ー一一 ー -ー - I ....:... 一一 ー

221 + 一 一一一一 | 
281 + ー一一一 一 |一一一一

smc: 中膜平滑筋~胞 smcl 中族平滑筋総飽の減少 大 :った裂平滑筋細胞の出現

F，--， :内膜De厚部表商に fibrinが付治 F・:内膜肥厚古都内+こfibrin腐をみる
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図24 内事líI山花の問i~'l初々議、て中純子r削百軒Ilni!l川句作品"1勾終Aω'1;;1;へ IIÞcr "C.. 
る
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F万議l1lodin，，<I:i1l1ω111川出<'1...ct'1l地入らJιミ

M : 内際平r~t紡者I1n包 M沿 い modifie-dSIllωth Illll;;d... cピ11
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Endotoxin (Iipopolysaccharide)の局所的作用による動脈日産の反応形態

増加している。 myofilamentや fusiforJll densitr 

は乏しいが.dense加 dyは比絞的残存し叢底板様物

質もわずかにみられる。飽{本辺縁は非常に不規則であ

る(悶21)。

d.結染除去後5日

中膜内層には駿死物質が著しく混入し.ギ滑筋創u胞

もき襲死に陥ってL、る。駿死E砲の中に針状給品機構造物

もみられる(図22)。

e. ~由主主除去後10 日

rt淡外周から外膜にかけて大型の抜右省し.多角

形の胞体をもっ繊維芽細胞綴似の細胞が collagenと

密接な依躍的関係をもちながら治磁してLゐ 。胞体I二

はわずかに densebody線機迭を認めるが. basal 

laminaや myofilament.fusiJorm densitrは人ら

れず.籾出小III!Jt事や糸粒体はわずかに増している{関

23)。

f. ~'i染除去後15 1:1

内官民jg;鮫のl相沼W:.伐存しており.その間際から中映.

4Zt骨筋細胞の胞体が内膜肥j李総へ{市びている像が認め

られた(図24)。

g.給粂除去後初日

内談R印事部:の綿胞は核，胞体とも紡錐形で，鳩体+二

は densebodyや fusiform density. myofilam-

entを有し基底板機締造も一郎に認められてほぼ定

型的な平滑筋細胞憾の細胞の他ι，伎の形平総体の

辺縁は不綴Jl.ljで， 胞体では羽iU討小胞{本が非常に~~M

で， fllsiform densitrや myofi!amentIニIJ:乏しl' 

が densebodyや micropinocytotic vesicl"もム

られ.沼l分的には基底書記際機迭もみられる細胞がある

(図25)。
総資化瓜ll!iにより内陸が附'傘しているような仰jに出

現している多核巨細胞は， tt.辺縁の heterochromatin

1二笈み，胞体では糸f主体が数と大きさを土脅し Iyso・

some t.多く.粗置付、胞体も継度じ1制IlLてL、る， ま

た fr凹 ri加some も~\，・0 胞{本の辺縁でI J:自性総 [;IJ~

めだち， basal lamina はもっていなレ(凶26)01.胞(-1.

内には石灰沈着や myelin figureもみられる 、凶

?:1)。中践の硲111線維にも線維内に石灰沈おを認める

(図28)。
泡l*細胞の性状は単核ではあるが.その他の点で{よ

多核U細胞とiまl正1，)1僚である 〈凶29).

lV.考按

本笑量生におして endotoxinを家兎皮内iι1I.i]注射

No. 1. 1¥175 

したl祭，その局所に急性j参出t生炎を生じた。 このと

き.総額動脈の結殺を除去するニ といよって，血管室重

からI血流中へ流出した l怖 が Shwartzman反応の悉;

包注射として作用する ニと も杉えられるが，本実験に

おける皮l舗の変化11.総務チaJI派のt点数除去によって.

特に増強するとト うことはなかった2 従って皮r~の

急性語益出i生炎は古典的 Shwartzman反応、な介した炎

鋭反応とは島卒されないが，組織学的変化は質的に， 11i

典的 Shwartzman反応と 1，，'1織の像~呈してトる。

Kclly20)t:t endotoxinをマウλltl勾に 11"1注射念行な

い. ~買兎じおける Shwartzm制 反応と質的には|司様

の調l級生存的変化の出現する ニとセ級事策して，準備注

射，蕊鎧注射をii'なった家兎における宙典的 Shwar-

tZ01an反応l'こ対して. ニれを敢えて Shwartzman-

like reactionと名づけてLゐ 。ぷ実験における皮l商

の変化も. ニの Shwartzman-lik"reactionに当た

るものと号えられる。 また. Bergman ら22)~.t組織i古

主主におけるニワトリ脹線維芽縦胞記11"ndotoxin 感

受性会認め， さらに endotoxinは血管内皮縦胞にと

りニまれたり23). 血管内皮細胞をf剥離させたり剖〉詰).

動脈|付皮細胞の桜に変化をきたしたりするおに とが匁1

られており， *~起草食+二おいて観察された総類似~n販の変

化からも Ipsはが(桜，血管墜に{努答を生ずるとー年えら

れる。

中村計〉は黄色プ ドウ球泌が草壁を刻l"大腿動静脈に

血管炎の生じるの1:税務L.議家の;1)(11討が病変4二illを

もたらすニとを指持者しているが， 本実験ではl司監の

(J回全):ijl'，1 .. 1僚の方法で総鎖動脈に{場Wa'与えたに

も拘らず.総主主除去後J5~1. 20R経過すると内膜R印学

金髪するMと総資化l似絵じより内獲が完全に附議する

鮮とが生じ五IJ脈自主の反応状態i二.ある程度の港会認

めた。キM，!:，除去H年前の 3例では僚ね.組織像l.tl，司ーの

所見合f呈したが，結然除去後151:1及び20日のものでは

17例中10仰jに内膜肥厚を. 7似iJI二隊第t化i血栓による|付

艇の五令なm1i:を必めたe

Wolinskyら紛はH吊手L取の大動脈で係性股が29版以

下では中線内に vasa va拘 rumをもっていなしとし

てトるが. ~反兎総E員!WJ脈では10、 I~柄の!)ijij1A英しか認

められず.武田291も指繍し てい るよう に'IJU柴内には

¥'asa ¥'asuru m ，よ見出せな1"った。 j.[って';j(兎総綴

!føJ脈1.tI~~~;必 l ニ鋭1生線総合作してはl 'るが.川泊四v

orumを・釘しない点でIt郷鋭的のt・う人体.ニ.Htする

幹動脈i二l.t当たらず.むしろ，sJi型動脈に近t・1拷築と

考えられる点もある。 筋~動脈iこ生ずる疾患として
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Jit ri重 克向;

8uerger婦が広〈知られてレるか， 8ueraer縞には

石灰此殺を{宇う二と11織で.瓜l佐内の小娘郷やh綿織

による炎続性変化が本民伽ニloInのもの"とされてい

るω しかし伝がら身長住ら32)によれば.動脈E様化の所見

がなL・1二む拘らず，内幸単位仮や中続紡h司1.:..ti1K以:おの

4、巣~緩めた例もあるa 本実験のI制世ゃ.J阿佐ら紛の

所見b・らみても， Buerger病e二t.lてムられる石R(

tt IIIUるらずしも傷状硬化fii:じよるて次0':1なものの:J..

と断定て~ない

本実験t二おける内膜肥鯵u..従dーからAて!!.¥alfnl1

の滋賀11:じよるものと恐われ，t勾敏氏徹lIll勾皮細胞に

~l脅 され.犯l亨却に毛絢1ù1管新生{r.{Zめず.内膜細

胞 ~lil全線網LS際線維のjff~(， y.;伐の1種目tがある。

ζのHω幌市iにムられるl付娘細胞のト11*1'ついては.小

限lf'，m~絢1胞お】:u)珂>.内皮調i縄伊}船約制J蹄1 ， 且Itl .( l:そ

の帥)1';岨'>.1也君主・細胞ωω.me:;どのchymal cell叫>~事.

HI々 の拠がある。本実験でlt'it減目f:ll二内脹相事況の細

胞1:1.11ぼ定表的な平滑l1T，細胞の他4ニ， ~ß;~縁日E主主

~ -.'iIiで釘してl '1.ょ句. J， ~はfμ h d~n出加(1)・

fu嘩irorm density. s1J・ufilam引川. nllc附 jllllQCyto・

lic vesic1c を認めるなど"fm~側躍進以似の作絡を示

しているものもある。しかも 'IJI'鹿半rlUñUlJ1泡h・1勾~lWI.

板の断製剤iをi盛過してしると泌われるf後七似綴3れる

ので.少なくともニれらの刺胞の- 'j':~U II '脱 ，jtXt筋創11

胞に111米するものとJ5・えられる しかし.千溺筋剣胞

鰍似の制飽I.l.本来の中波平河tU制胞とIt~な リ. 隊，

E諸外とも4、..Ifl則な形を~L. 前11111 小島包{も泊・よく発乏

し m)'ofilamt:nlも乏 L<線Jf1.弁絹砲4ニ近t形で.

JJ胡 rnodifiedsn削 th刷 sc1eccllとlhJtるもの

である 剛 )difiedsmωIh mu&'II.' (~ II .ムついて

Fril" ?'.'It in vitroの災験で.まず司zm紡紛胞が

j盤分化して modiCiedSJru∞lh lI1u!>clc ccllとなり.

さらにすべての filament~11~9< Lて ribroblllr.Hlke

.:ellや prlmitivecell になるとしてしゐ。また 8H-

lh)'midincのとリニ:J../1' Cibrobl品川 IIkc<;ellや

primlti同 cellにのみ認められるニ 止から.J色分(1:・ニ

奇跡・て細胞期目蜘1必こる伊 〉として1・る1 また. I勾

肢がAn書されt.:J原口土中篠司i1~骨筋細胞LUtt敏する岨ニ

とも知られてt・る.本多識 では御崎分裂像U.偽んとみ

られず.l ・かなる細胞が分裂..I1tftl Lて4 るのb・4、ゆ1

であったが.p，∞le柑 11血栓の総'(lfヒいおける%総て

colchicl nc ~ f脅し， 傷害事部近くの小限>fLfI骨筋刷!抱l二分

裂像舟'"切しているのを観現実してbゆ 命

l付牒Hω府内では内空j{l生板l，u七紋(l'.Jよく11'11!lしている
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，1'，ー却ではうね"が乏し(1向[走伎であったり."可視

さえIZめられる。 T判 nekawa41)や H'lnQlIrら舶.

Sl' ~uki ら叫}もm織するように. 二のような1句州妙艇

の磁峻は"'s集l'!tm紡制l胞がt"ls莫i勾へ桜人. Jtl~F.する'
之宏君主V/I二すると貯えられる。 また Ols.:n納l.t:if6血1T:

ヲ ，トで fluoroscentproteinsや colloidalcar加11

利子の制動脈昭緩ん二t土I何事要性.Jiの断裂が必~ゃある

.tLているが.内事t・行:炭11;司h工事"fを緩絡のみならず.

内線側から・j'&'U..-fOJう‘ニせよ，‘1"異例から内線開iι

向うにせよ.Vcrl'."'''ら叫も指童話しで・るように-I'f.

の oorflt'f とLての険能-a'も布するものと考えられ

る。

|付1釧巴'iJiillのlJ)'111i.t j' A集犠貨と1寸忽度1_alcian 

blulIやむ01101<11111l'Qn 染色で染まり.両者相;粕波宮川崎

.utll¥'.ltr・r. ßI~(線w:や猟性線総も新生.されてt ・る.

内股相手線の mudifledsmooth musclc ('cll U，怯.

足主体とも小線"なJ<副会室L.被磁小砲{キもt:・.'"で，
CIir伊 ，，:ijging r.lISの大動脈にぶいて肥大筋締IC!Iニ
つtて総電電Lたようい 駿由量点選状態の平滑筋細胞と

JEえられる.

~."書除去怜 1511. 初日係過して諸i'E((ヒ i血怜i二より~
玖動脈/J~';~'í・にIn~された例には，ぬl伐1)'1に泡tUH胞

・や ~被n~引1 1似合~め. さらに2例(r除いて{山の5似11ー
はすべて.モ.JKt.心持{dT:ったlfil怜j釘域物処(I!:I制化10.1

怯崎隆光鳩)/I'(f.(l.していゐーまた，'，践では・l7.itt紡制仰

の煎少会到i伐娘の変11.. 厳司書.石氏名t1i事がみられ

る これらの制球細胞や多絞れ縞胞のl鈴鹿11血ttAIi織
物ゃ.胤峨..t:lt Lt.ょ'I1!i全線維などに主やtる反応と思

われる.

泡lUIH胞や~鋭1 ・絢織のf! fも11 Suda倫 I~食色~.

Pruss加、 blt出~色て脅矧:の署員総会釘 Lていたり. '4¥ 

1全線総会食ftl"C~・る ら紋戸(æJ砲もみられ る.唱E織的

1':'1 よ紋i!.J.似の hl:l~'rochromat i n がJな協で. J淘1-i>1二11

IY:;OllO川どが.y，<. fr凶 ri加制01'"もi削11してf.;り.

胞fも必"1・IJ1tl純c~)人られ調l織球銭形態~と司てレ

る ~arboh山首f)C.tト暗パン去を用いたフl験から. 包

.. ...，... -1t./{'~~の泡t~総陸を誕ltl~什ξL. 可再滑

筋細胞I"~とU. F，え・ニ〈いと しており. h-夫総』ニ，m.
ても抱tι細胞'?~陪Il細胞，二基lUilíll.雄造や m拘(1 1

;lm!.'nl IJ.λられず予機筋総括包由来としう lii..Jはない.

また.SlIrlingら制l.t11も vitroの潟験で人工的に作

成した泊LI1内t.. Jfil政細胞白*の大食細胞や11細胞の

出E誌を制策している。しかし WoJinsky紛は前.s'Jl底的l

管で11'1'股.IJI.術筋細胞に 1)'回 someが1省bnしているこ

信州民.d. vυ1.お



Endotoxln (li仰仰い凶代hl.1 ritlC! 1 の~術的fHIl.ニよる動脈句の反応形Ji

とを指織し.C∞kson紛11高コレ穴テ。ール食家兎の

内膜泡沫剣勝ニt主modified印刷Ihmuscle cellと

大ft紛l胞の二怖かあるとしてL・;;， "'8良平井f紡紛l胞

i 二li~tt絡 もめり紛， Wisslcr判のレうよう Lン，'&良平

織紛紛胞が multifunctloOllImì!Sénch~'nw であるな

ら. これらの泡沫自由胞や多核I!側総1('-や限-iL1tt筋細胞

.ニllJ，j(し傾向聞の変化じより~L織止ま断梅'.!:J-.， て

レるに寸ぎなしと 1・うこともが宅11てきな¥.また

senacヒrra(ら時，)，i histamincの(f.をするとt!t.匡どに

はI<ES 以外の内皮剥胞1ーも 貧1t~重自M~t1I!)1.すると

し Has禽Ir〆"は平滑筋aa胞の.ま舟・.二1勾J支絢t&'!も&fl

細胞・二I~ りうるのではな\，/).t指定して1 ・る またi位

指定調fl絶ll~米合も JPえられて L ・る帥』制&1)62). Paul帥)It

lnl液細111胞が線科ut=縦~U{似の創111胞になゐのではな1，・か

とし.SnlmJ)ら闘は血液細胞が内皮細胞ぞ繊維滞納

l'!f， ~ら1:' 'I/t，t筋創IJじさえ分化するのではI~\ IJ・と

J.!唖、してt・る

本実.'二J?\・て総重量動脈の泊111' 1勾で，"f~tt'ニ語版ft
~を.æめた り. lfIl.後溺媛物~ (程}質化瓜1険検'I:~)ぞ

変也.'制緩 Lt.二係性線働付1 :'明らかな.{iHにt.t1r~ ~.æ

めたが.内線肥，;:を呈した IOtで健保ぷ内の ribrin

!Jlにわずかは K6s岨染色純tI:事tfit.を必めた以外.:( i 

kの~.tI(!(きたし た例は寸ぺて，'I"~ 凶l約~(，1:. した例

であるω まに.tíW<:沈'(;<~d'l\ う i創般物処ゃ. 訂以r~: li'{( 

，lgめる崩題提した様性線維の:klfuでIt alcian blu"・¥'"

roltoidal Iroo設色陽性会昼L.~t1f拘置~!ta者般の合:

復も関与してレるものと忠われる 機9t巣」おけるli

IK化について Makiら副11.:，fSudt般に再生JJI息絞殺

や俄1生私織物質の集後β.... 仏られるニとなどh.ら.生i

IKftl主演)1;の忠良悦捕ではな〈て伊賀化の併である

とし. l:S;ðrk肝ud叫 (i.動脈!!t.の践例に~ずゐ~.!flニ際

して生ずる有限Æ巣iニ，石lKがf.t~寸ると L て、.~;;

υristら剛は動脈自重傷mの鮫， !hl)脈!!.tでヵ I~ 企ウ J、 f

ォ γがまずt経由~1iと奴Jt>L.次Lでリン微なt'<I>r 
姐.yとJtlニ僚機の不jさ11.ヵ1¥.ν 咋ム弘{(" %~. L {I)火

減:告を!nするとしている また事'1良線総の.tJI*"tn.二

ついてι.Yu的は仮住総波j.M1i1の関与'.!:"射iiEL. 

Vikhrrl ら酬は俄性紡波多~1J(が変!t'1)iI1，線制. .均 I~

I ウムセW，t23せると錐A!lていゐ

本リ強引 ，t'1悼平請す筋細胞均峨+bニ白色勺てt・ゐぷ11

でi刷出qの:(11.飯島裂も密しく.;t制育訓胞/J'ふ4、

の形態をととめてレるとニらでは!AAI主股も始んとt度当慢

されて¥.'1.μ 、ニとから.rJ，j'計11.浴』度比関主hLており.

Salgado嗣山中践の事括性線紘'!r~持するため，:.t.l:.・予備

NII. 1. I ~:; 

筋側胞の正常な桃湾と代必が必要でゐるとしている.

動脈艇の大き 5の銭:化、ニついては.み実験Lおいて

1付1則巴l約二よる1k'ìf.保持fヒ r/ll校による1'~I'~u.観策さ

れたか，I広必とか!fII)I~椛1 1移Itl(LI:λられなかうた匂給総

険公後. ー時I't'.ll二総政動脈t主佐援するか， 151:11を.20

M後に.11"1i隻十るふ絵除去後.11時間から101:1の例t二

~W ... ぷ必/1.必白lt・ 1鳴の外~Iこ脇町1 とも大~の

・ドf情紡fllt胞が防波し その近辺でItalcl:tn hhle守

ω11111(131 iron 決色で~I:'r.ttJ.他の，:;C~ニ比して強く染ま

1，. _ILI J." 恨のt"l~ 初臨時の像と思われる， Lindnrr 

・1)1二~'i!fをうけた動脈憎の修復に傍 L て， prot~lgh 

C311とωl1agrnのI悦加t.d行事島L. Fernand~% ら70)11

，ú， I/JtlE ヲパで'1'.県峨~~. ".膜平滑紡制胞と外純線

級品開II~._ SH Ih ~' llIidillt のとりよ /.;./i ;mJJIlすると

し. 外脱線総.J;f締胞か中峡'~r倍筋最II脳会新生するので

はなLかとJ非f切Lてt る このえうに小A震予測骨筋鰍

胞の併生;ιょ・}.，'，純の9l・1主も護持される‘内政肥J学

{刈では舵l事J司;1ニ，p.ttt紡鰍胞や所議 011'ω(il'tI胃m∞111

nlllペclC!ccll /J.!1t輸しj}J係織のー母警がJな弘必l.tJE常

.ニ/I(寸る お宵rt血什1 . よるI'lt~例て !1小般の;z.滑紡

iIII胞は乏L<~it'U生の飯島臨む Ix.お. t手伝Lて1 るか.

1句IEIJ ・ ~IIJ 1らな1・I{I.. l!1.'2<I l:ムられず.むL/.咲状手'

~ï\""る<l)( tメít!.~て' Jぅ f) う ー

v .古題

1 ・蓑~~ぬ動脈骨~I- rnooloxln ;'1' 1 ~‘・20時間

I-'fm.::せ.~のt豊島(1 ぞ!'14閉させると街IJt動脈4ニ加.

F事tHIも動脈~，~災!t!主じ.血後形成も.æめられたe 紡

紋除去後15日.201H!!必ずると.同僚の処総合'Hfニ

心的らず内線即・'J1d益する"と法質化臥t主・ニよる内肢

のm<<を!nずる貯金生じた‘

2. 1付限肥l事却のl句E察側胞i工屯鋭的iニードポ紡罰則胞.

J&~・ 1.1:1時1m ll10clifled ~11Iωth OlU完clど山11 Nう'1，

これらの・凋:1-1:'"股がrrtAn曲111抱‘二1[1~~するものと 与え

られた

:t :'.:rt化lIn怜」よリ内陸の1・1-1'*念公 rるLので

は. tml~内‘ニblJに(.Ui'.!:" lI.う脇島長物機"". IMt慢した'1'

t民1i!t号機剣1.1ニ1i吹II.r.t:liL て~ .る像~必め， I>{応11.<二

必i~dJ1胞 子 H主11.制胞のIIIJJì'.!:.:...た また. I.iJ，l(t.(:作

.二4邸主I'I-.t，'，波多織似の((-{j;ι関与.Lてい心しのと込わ

れゐ

1. :ti負fヒllu斜・1付.ニムられた泡i'"制服伊判長い.細胞

は貧ft総合1iL. í{!則的 iニも 後辺殺の h~1也rochr・0 ・

matin Iニ'l':.:....胞f，I.;"1"l，tIy岨 some，f rcl' ri boSODle 
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も多く.JI包体辺録には徴銭毛もみられ組織産量4整形態を

示している。

5. I事響された中族が修復して くる際.修復初期

の像として. しばしば核.胞体とも穴裂の線級努細胞

様の細胞が collagenと密機な位i盆的関係ぞもって出

現し.その近辺では遺産貨が alcianblueや∞lIoidal

iron 染色で特に強〈染まる h
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